
 

平成 28 年(2016 年)3 月 8 日 

 

  

第 2779 号 

平成 28 年(2016 年) 

3 月 8 日 

火曜日 

目 次 

告示 
○ 特定非営利活動法人の定款の変更に係る公告（共助社会づくり課） 

○ 大規模小売店舗に対する市町村等意見の公示（商業・サービス産業支援課） 

○ 鴻巣都市計画下水道事業鴻巣公共下水道の事業計画の変更認可（都市計画課） 

○ 越谷都市計画下水道事業越谷公共下水道の事業計画の変更認可（都市計画課） 

○ 越谷都市計画下水道事業新川都市下水路の事業計画の変更認可（都市計画課） 

○ 蕨都市計画下水道事業蕨公共下水道の事業計画の変更認可（都市計画課） 

○ 桶川都市計画下水道事業桶川公共下水道の事業計画の変更認可（都市計画課） 

○ 上尾都市計画下水道事業伊奈公共下水道の事業計画の変更認可（都市計画課） 

○ 小川都市計画下水道事業小川公共下水道の事業計画の変更認可（都市計画課） 

○ 東松山都市計画下水道事業吉見公共下水道の事業計画の変更認可（都市計画課） 

○ 寄居都市計画下水道事業寄居公共下水道の事業計画の変更認可（都市計画課） 

○ 越谷都市計画下水道事業松伏公共下水道の事業計画の変更認可（都市計画課） 

○ 埼玉県証紙売りさばき人の指定（出納総務課） 

○ 埼玉県証紙指定売りさばき人の指定の取消し（出納総務課） 

○ 県道川越所沢線の供用の開始（川越県土整備事務所） 

○ 県道川越日高線の供用の開始（川越県土整備事務所） 

○ 建築基準法第 42 条第１項第４号に基づく道路の指定（川越建築安全センター） 

○ 建築基準法第 42 条第１項第４号に基づく道路の指定の取消し（川越建築安全センター） 

 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
八
十
九
号 

 
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

定
款
の
変
更
の
認
証
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
ら
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提

出
さ
れ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
変
更
後
の
定
款
並
び
に
当
該
定
款
の
変
更
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度

及
び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
活
動
予
算
書
を
、
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
二
月
間
、

県
民
生
活
部
共
助
社
会
づ
く
り
課
及
び
埼
玉
県
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方

法
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（h

t
t
p
:
/
/
w

w
w
.
s
a
i
t
a
m
a
k
e
n
-
n
p
o
.
n
e
t
/

）)
 

に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
六
日 

二 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

（
変
更
前
）
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
む
し
歯
予
防
フ
ッ
素
推
進
会
議 

（
変
更
後
）
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
フ
ッ
化
物
む
し
歯
予
防
協
会 

三 

代
表
者
の
氏
名 

境 
 

 
 

 

脩 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

埼
玉
県
深
谷
市
畠
山
千
七
百
九
十
四
番
地
藤
野
歯
科
医
院
内 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

（
変
更
前
）
本
会
は
、
む
し
歯
予
防
の
た
め
に
必
要
な
フ
ッ
化
物
応
用
に
よ
る
種
々
の
公
衆

衛
生
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
変
更
後
）
こ
の
法
人
は
、
む
し
歯
予
防
の
た
め
水
道
水
フ
ロ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と

す
る
種
々
の
フ
ッ
化
物
利
用
の
公
衆
衛
生
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
意
見
を
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
三
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

意
見
の
概
要 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

（
仮
称
）
オ
ー
ケ
ー
北
戸
田
店 

 
 

 

埼
玉
県
戸
田
市
笹
目
北
町
二
番
十
九 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
の
意
見
の
概
要 

 
 

⑴ 

計
画
地
周
辺
に
は
、
倉
庫
・
工
場
等
が
集
積
し
て
お
り
、
大
型
車
両
の
通
行
が
多
く
、

ま
た
、
既
存
の
商
業
施
設
へ
の
車
両
に
よ
る
来
客
も
多
く
あ
り
ま
す
。
今
回
の
届
出
に
伴

う
交
通
量
の
増
加
も
見
込
ま
れ
る
た
め
、
交
通
整
理
員
や
警
備
員
等
を
配
置
す
る
な
ど
通

学
途
中
の
児
童
生
徒
の
交
通
安
全
に
は
十
分
な
配
慮
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

⑵ 

店
外
に
、
夜
間
青
少
年
が
た
む
ろ
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
適
切
な
明
る
さ
を
確
保

す
る
よ
う
に
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。 

⑶ 

監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
や
警
備
員
に
よ
る
見
回
り
の
実
施
、
犯
罪
防
止
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の

掲
示
等
、
防
犯
対
策
に
配
慮
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

⑷ 

店
舗
周
辺
の
道
路
（
歩
道
含
む
）
に
お
い
て
、
車
両
及
び
歩
行
者
が
安
全
に
通
行
で
き

る
よ
う
、
警
備
員
等
の
配
置
に
よ
る
交
通
整
理
、
違
法
駐
車
や
放
置
自
転
車
の
防
止
対
策

に
つ
い
て
、
配
慮
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

⑸ 

見
や
す
い
よ
う
に
、
駐
車
場
、
駐
輪
場
の
案
内
看
板
等
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
八
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
四
月
八
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
南
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
一
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
四

十
八
年
埼
玉
県
告
示
第
千
百
五
十
二
号
で
告
示
し
た
鴻
巣
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の

変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

鴻
巣
市 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

鴻
巣
都
市
計
画
下
水
道
事
業
鴻
巣
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

昭
和
四
十
八
年
八
月
三
十
一
日
か
ら 

 
 

平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

汚
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

昭
和
四
十
八
年
埼
玉
県
告
示
第
千
百
五
十
二
号
、
昭
和
五
十
年
埼
玉
県
告
示
第
十
六
号
、 

 
 

 

昭
和
五
十
二
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
九
十
三
号
、
昭
和
五
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
五
百 

 
 

 

六
号
、
昭
和
五
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
二
十
号
、
昭
和
五
十
七
年
埼
玉
県
告
示
第 

 
 

 

千
二
百
三
十
三
号
、
昭
和
六
十
三
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
四
十
三
号
、
昭
和
六
十
三
年
埼 

 
 

 

玉
県
告
示
第
四
百
八
十
八
号
、
平
成
五
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
七
十
二
号
、
平
成
六
年
埼 

 
 

 

玉
県
告
示
第
三
百
二
十
九
号
、
平
成
七
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
十
三
号
、
平
成
八
年
埼 

 
 

 

玉
県
告
示
第
四
百
六
十
二
号
、
平
成
八
年
埼
玉
県
告
示
第
千
五
百
四
十
五
号
、
平
成
十
年 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
六
十
九
号
、
平
成
十
一
年
埼
玉
県
告
示
第
五
百
七
号
、
平
成
十
二
年 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
九
百
十
号
、
平
成
十
二
年
埼
玉
県
告
示
第
千
百
五
十
九
号
、
平
成
十
三
年 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
二
号
、
平
成
十
三
年
埼
玉
県
告
示
第
五
百
八
号
、
平
成
十
五
年 

 
 

 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
八
十
六
号
、
平
成
十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
七
百
三
十
四
号
、
平
成
十 

 
 

 

六
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
九
十
五
号
、
平
成
十
七
年
埼
玉
県
告
示
第
七
百
三
十
三
号
、
平 

 
 

 

成
十
七
年
埼
玉
県
告
示
第
七
百
三
十
六
号
、
平
成
十
七
年
埼
玉
県
告
示
第
千
八
百
号
、
平 

 
 

 

成
十
八
年
埼
玉
県
告
示
第
千
五
百
八
十
四
号
、
平
成
二
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
九
百
四
十 

 
 

 

六
号
の
事
業
地
に
鴻
巣
市
松
原
二
丁
目
並
び
に
鴻
巣
市
松
原
三
丁
目
並
び
に
鴻
巣
市
松
原 



 
 

 

四
丁
目
並
び
に
鴻
巣
市
小
松
二
丁
目
並
び
に
鴻
巣
市
大
間
字
原
並
び
に
鴻
巣
市
滝
馬
室
字 

 
 

 

上
閭
を
加
え
る
。 

 
ロ 

雨
水 

 
 

⑴ 
収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

  
 
 
 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
二
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
四

十
八
年
埼
玉
県
告
示
第
九
十
一
号
で
告
示
し
た
越
谷
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更

を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
三
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

越
谷
市 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

越
谷
都
市
計
画
下
水
道
事
業
越
谷
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

昭
和
四
十
八
年
一
月
十
六
日
か
ら 

 
 

平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

汚
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 

ロ 

雨
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
三
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
八

年
埼
玉
県
告
示
第
千
八
百
十
号
で
告
示
し
た
越
谷
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を

認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
三
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

越
谷
市 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

越
谷
都
市
計
画
下
水
道
事
業
新
川
都
市
下
水
路 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

平
成
八
年
十
二
月
十
日
か
ら 

 
 

平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
四
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
四

十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
二
百
四
十
七
号
で
告
示
し
た
蕨
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変

更
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

蕨
市 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

蕨
都
市
計
画
下
水
道
事
業
蕨
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

昭
和
四
十
八
年
八
月
三
十
一
日
か
ら 

 
 

平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

汚
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 

ロ 

雨
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

  
 
 
 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
五
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
四

十
八
年
埼
玉
県
告
示
第
九
十
号
で
告
示
し
た
桶
川
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を

認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

桶
川
市 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

桶
川
都
市
計
画
下
水
道
事
業
桶
川
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

昭
和
四
十
八
年
一
月
十
六
日
か
ら 

 
 

平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

汚
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 

ロ 

雨
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

  
 
 
 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
六
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
五

十
七
年
埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
九
十
五
号
で
告
示
し
た
上
尾
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
三
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

伊
奈
町 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

上
尾
都
市
計
画
下
水
道
事
業
伊
奈
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

昭
和
五
十
七
年
十
一
月
三
十
日
か
ら 

 
 

平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

汚
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 

ロ 

雨
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
七
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
五

年
埼
玉
県
告
示
第
千
六
百
三
十
一
号
で
告
示
し
た
小
川
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変

更
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
三
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

小
川
町 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

小
川
都
市
計
画
下
水
道
事
業
小
川
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

平
成
五
年
十
一
月
三
十
日
か
ら 

 
 

平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

汚
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

平
成
五
年
埼
玉
県
告
示
第
千
六
百
三
十
一
号
、
平
成
九
年
埼
玉
県
告
示
第
千
五
百
九
十 

 
 

 
 

六
号
、
平
成
十
四
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
五
十
二
号
、
平
成
十
七
年
埼
玉
県
告
示
第 

 
 

 
 

七
百
三
十
五
号
及
び
平
成
二
十
三
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
六
号
の
事
業
地
に
小
川
町
大 

 
 

 
 

字
大
塚
字
鶴
巻
、
字
久
保
田
及
び
字
蟹
沢
、
大
字
飯
田
字
蟹
沢
字
里
ノ
面
並
び
に
大
字 

 
 

 
 

腰
越
字
小
瀬
田
、
字
南
早
道
、
字
清
水
及
び
字
北
早
道
を
加
え
、
小
川
町
大
字
小
川
字 

 
 

 
 

日
向
山
、
大
字
大
塚
字
杉
木
、
字
下
耕
地
、
字
中
耕
地
、
字
御
門
及
び
字
的
場
、
大
字 

 
 

 
 

角
山
字
恩
田
ケ
戸
並
び
に
大
字
腰
越
字
金
井
に
お
い
て
事
業
地
を
変
更
す
る
。 

 

ロ 

雨
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
八
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
六

十
一
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
十
三
号
で
告
示
し
た
東
松
山
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の

変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

吉
見
町 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

東
松
山
都
市
計
画
下
水
道
事
業
吉
見
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

昭
和
六
十
一
年
三
月
二
十
一
日
か
ら 

 
 

平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

汚
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

昭
和
六
十
一
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
十
三
号
、
平
成
元
年
埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
十
九 

 
 

 

号
、
平
成
四
年
埼
玉
県
告
示
第
八
百
八
十
九
号
、
平
成
八
年
埼
玉
県
告
示
第
五
百
七
十
号
、 

 
 

 

平
成
十
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
四
十
八
号
、
平
成
十
二
年
埼
玉
県
告
示
第
七
百
十
五
号
、 

 
 

 

平
成
十
三
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
号
、
平
成
十
四
年
埼
玉
県
告
示
第
五
百
六
号
、
平
成 

 
 

 

十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
二
千
四
百
九
十
二
号
、
平
成
二
十
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
八
十
一 

 
 

 

号
、
平
成
二
十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
五
百
三
十
八
号
の
事
業
地
に
吉
見
町
大
字
北
吉
見
字 

 
 

 

稲
荷
原
、
同
字
天
神
谷
の
全
部
、
大
字
南
吉
見
字
向
山
、
同
字
新
田
山
、
同
字
新
田
裏
、 

 
 

 

同
字
狸
山
、
同
字
甲
塚
、
同
字
日
向
山
、
同
字
天
神
谷
の
一
部
、
大
字
久
米
田
字
四
ノ
耕 

 
 

 

地
、
同
字
五
ノ
耕
地
、
同
字
七
ノ
耕
地
、
同
字
八
ノ
耕
地
の
一
部
、
大
字
久
保
田
字
北
汲 

 
 

 

田
の
一
部
、
大
字
下
細
谷
字
丒
町
の
一
部
に
お
い
て
事
業
地
を
追
加
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ロ 

雨
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

昭
和
六
十
一
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
十
三
号
、
平
成
元
年
埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
十
九 

 
 



 
 

 

号
、
平
成
四
年
埼
玉
県
告
示
第
八
百
八
十
九
号
、
平
成
八
年
埼
玉
県
告
示
第
五
百
七
十
号
、 

 
 

 

平
成
十
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
四
十
八
号
、
平
成
十
二
年
埼
玉
県
告
示
第
七
百
十
五
号
、 

 
 

 

平
成
十
三
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
号
、
平
成
十
四
年
埼
玉
県
告
示
第
五
百
六
号
、
平
成 

 
 

 
十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
二
千
四
百
九
十
二
号
、
平
成
二
十
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
八
十
一 

 
 

 

号
、
平
成
二
十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
五
百
三
十
八
号
の
事
業
地
に
吉
見
町
大
字
北
吉
見
字 

 
 

 

稲
荷
原
、
同
字
天
神
谷
の
全
部
、
大
字
南
吉
見
字
向
山
、
同
字
新
田
山
、
同
字
新
田
裏
、 

 
 

 

同
字
狸
山
、
同
字
甲
塚
、
同
字
日
向
山
、
同
字
天
神
谷
の
一
部
、
大
字
久
米
田
字
四
ノ
耕 

 
 

 

地
、
同
字
五
ノ
耕
地
、
同
字
七
ノ
耕
地
、
同
字
八
ノ
耕
地
の
一
部
、
大
字
久
保
田
字
北
汲 

 
 

 

田
の
一
部
、
大
字
下
細
谷
字
丒
町
の
一
部
に
お
い
て
事
業
地
を
追
加
す
る
。 

 
 
 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
九
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
六

十
二
年
埼
玉
県
告
示
第
二
百
十
三
号
で
告
示
し
た
寄
居
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変

更
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
三
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

寄
居
町 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

寄
居
都
市
計
画
下
水
道
事
業
寄
居
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

昭
和
六
十
二
年
二
月
三
日
か
ら 

 
 

平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

汚
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 

ロ 

雨
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
六

十
年
埼
玉
県
告
示
第
二
千
二
十
九
号
で
告
示
し
た
越
谷
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変

更
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
三
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

松
伏
町 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

越
谷
都
市
計
画
下
水
道
事
業
松
伏
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

昭
和
六
十
年
十
二
月
二
十
七
日
か
ら 

 
 

平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

汚
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 

ロ 

雨
水 

 
 

⑴ 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

⑵ 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
一
号 

 
埼
玉
県
証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
三
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
埼
玉
県
証
紙
指
定
売
り
さ
ば
き
人
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

埼
玉
県
証
紙
指
定
売
り
さ
ば
き
人
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
所
沢
市
北
中
一
丁
目
百
八
十
八
番
地
の
三 

 
 

鳥
羽 

浩
路 

二 

指
定
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
三
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
二
号 

 
埼
玉
県
証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
三
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
埼
玉
県
証
紙
指
定
売
り
さ
ば
き
人
の
指
定
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

埼
玉
県
証
紙
指
定
売
り
さ
ば
き
人
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
名
称 

 
 

埼
玉
県
所
沢
市
大
字
久
米
千
八
百
二
十
三
番
地
四
十
一 

 
 

有
限
会
社
内
外
電
子
通
信 

二 

取
消
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
八
年
三
月
三
日 

 



告

示 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
九
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ 

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
三
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

飯 

塚 
 

 

孝 



   

川
越
所
沢
線 

  

路 
 

線 
 

名 

  

川
越
市
新
宿
町
三
丁
目
一
番
三
一
地
先
か
ら 

同
市
新
宿
町
三
丁
目
一
番
四
地
先
ま
で 

（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分
に
限

る
。
） 

   

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
八
年
三
月
八
日 

供
用
開
始
の
期
日 

交
差
点
改
良
工
事
に
よ
る
。 

平
成
二
十
五
年
八
月
二
日
埼
玉
県
川

越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十

二
号
で
告
示
し
た
道
路
区
域
の
一
部
供

用
開
始
で
あ
る
。 

 

延
長
六
七
・
八
〇
メ
ー
ト
ル 

  

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ 

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
三
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

飯 

塚 
 

 

孝 



 

   

川
越
日
高
線 

  

路 
 

線 
 

名 

 

川
越
市
大
字
笠
幡
字
本
郷
四
五
六
七
番
一

四
地
先
か
ら
同
市
大
字
笠
幡
字
本
郷
四
五
七
七

番
六
地
先
ま
で 供

用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
八
年
三
月
八
日 

供
用
開
始
の
期
日 

交
差
点
整
備
事
業
に
よ
る
。 

平
成
二
十
八
年
一
月
十
五
日
埼
玉
県

川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三

号
で
告
示
し
た
道
路
区
域
の
供
用
開
始

で
あ
る
。 

 

延
長
三
一
・
五
〇
メ
ー
ト
ル 

  

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
二
十
六
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
道
路
の
指
定
を
次
の
と
お
り
行
っ
た
。 

平
成
二
十
八
年
三
月
八
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

大 

槻 

淳 

一 

 



 

第
十
七
号 

指

定

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指

定

に

係

る 

道

路

の

種

類 

平
成
二
十
八
年 

 

三
月
一
日 

 

指

定

の

年

月

日 

日
高
市
大
字
高
萩
字
六
郎
ケ
谷
戸
百
四
十
八
番
か
ら 

 
 
 
 
 
 

高
萩
字
蔵
脇
百
六
十
五
番
二
十
二
ま
で 

  

指

定

に

係

る

道

路

の

位

置 

百
二
十
二
・
〇 

   

指

定

に

係

る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

九
・
〇 

   

指

定

に

係

る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
二
十
七
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
十
九
年
一
月
九
日
第
十
五
号
で
指
定
し
た
道
路
を
次
の
と
お
り
取
り
消
し
た
。 

平
成
二
十
八
年
三
月
八
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

大 

槻 

淳 

一 

 



 

第
十
七
号 

取

消

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指
定
の
取
消
し
に 

係
る
道
路
の
種
類 

平
成
二
十
八
年 

 

三
月
一
日 

 

指
定
の
取
消
し
の 

年

月

日 

日
高
市
大
字
高
萩
字
蔵
脇
百
五
十
八
番
一
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

百
六
十
五
番
二
十
二
ま
で 

 

指

定

の

取

消

し

に

係

る

道

路

の

位

置 

百
二
十
二
・
〇 

   

指

定

の

取

消

し

に 

係

る

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

九
・
〇 

  

指

定

の

取

消

し

に 

係

る

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 
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